【低学年向け】「出張ボッチャ」企画書作成用素材
学校での実施をご検討いただく先生向けに、企画書・稟議書・校内提案資料にそのまま使える文例をまとめました。必要に応じて、学年や授業目的に合わせて自由にご活用ください。
※「出張ボッチャ＋ワークショップ」はP3～です。

【企画名】
出張ボッチャ

【企画の目的】
本企画は、パラスポーツ「ボッチャ」の体験を通して、児童が楽しみながら協力することの大切さを学ぶとともに、障がいのある選手との交流を通じて、多様性や共生社会について考えるきっかけをつくることを目的とする。

【企画概要】
「出張ボッチャ」は、障がいのあるボッチャ選手と一緒に、児童が実際にボッチャを体験できる出前授業である。ルールがわかりやすく、初めてでも参加しやすいスポーツであり、楽しみながら協調性やチームワークを育むことができる。また、選手との交流を通して、多様性や人権、共生社会について考える機会にもなる。低学年向けプログラムでは、45分間のボッチャ体験を中心に、友だちと協力することや応援することの大切さを、体を動かしながら学ぶことができる。

【実施内容】
・始めのあいさつ、ボッチャ紹介
・選手によるデモンストレーション
・チーム分け、作戦タイム
・ボッチャ体験、試合形式での実践
・結果発表、振り返り
※小学校低学年におすすめの内容

【期待される学習効果】
・協調性やチームワークを育むことができる
・ルールを守って行動する態度を養うことができる
・友だちを応援する姿勢や相手を認める気持ちを育てることができる
・障がいのある人との自然な交流を通して、多様性や共生社会への理解を深めることができる
・体験を通して、人権や思いやりについて考えるきっかけになる

【学校で実施する意義】
本企画は、単なるスポーツ体験ではなく、児童が体を動かしながら他者と関わり、学び合うことができる体験型授業である。障がいのある選手と一緒に活動することで、教室内の学習だけでは得にくい「出会い」や「気づき」が生まれ、共生社会や人権を考える実践的な学びにつながる。

【授業テーマ】
・協力
・思いやり
・多様性
・人権
・共生社会
・相手を知ること
・違いを認め合うこと

【総合的な学習・人権学習との関連】
本企画は、総合的な学習の時間や人権学習、福祉学習、特別活動等と関連づけて実施することができる。体験を通して学ぶ構成であるため、児童が自分の感じたことをもとに考えを深めやすい点が特長である。

【提案理由】
児童が楽しみながら主体的に参加できる内容であり、学級づくりや人権学習、共生社会の理解促進に有効と考えられるため。

【企画・調整・実施】
非営利型株式会社andna（アンドナ）
大阪府枚方市岡本町7-1　枚方ビオルネ5F
担当：野村由紀

【派遣選手】
ノーサイド・ジェッツ（生活介護施設「ノーサイドCLUB」所属）
大阪府八尾市恩智北町1丁目186-1

【団体説明】
andnaは、福祉を起点に企業・地域・学校・福祉施設をつなぐ会社である。出張ボッチャや講演、研修、ワークショップ、地域連携企画などを通して、社会と福祉が出会う機会づくりを行っている。
ノーサイド・ジェッツは、大阪府八尾市の重度障がい者支援施設「ノーサイドCLUB」に所属するボッチャチームであり、ボッチャを仕事として本気で取り組んでいる選手が派遣される。

【派遣人数・その他条件】
・派遣するのは、プロのボッチャ選手2～3名、審判、ファシリテーター
・プログラム内容や時間は、相談に応じて調整可能
・出張は、大阪府八尾市から車で1時間以内の場所に限る
・車椅子の選手が訪問するため、駐車場の確保および車椅子で利用可能なトイレが必要
・申込は、開催希望日の1か月前までを目安とする

【参考事項】
本企画は、文部科学省主催「いーたいけんアワード」にて特別賞を受賞した取り組みである。


【高学年向け】「出張ボッチャ＋ワークショップ」企画書作成用素材
学校での実施をご検討いただく先生向けに、企画書・稟議書・校内提案資料にそのまま使える文例をまとめました。必要に応じて、学年や授業目的に合わせて自由にご活用ください。

【企画名】
出張ボッチャ＋ワークショップ

【企画の目的】
本企画は、ボッチャ体験とワークショップを通して、児童が多様性や共生社会について自分ごととして考え、障がいのある選手との出会いを通して理解を深めることを目的とする。

【企画概要】
「出張ボッチャ＋ワークショップ」は、障がいのあるボッチャ選手と一緒にボッチャを体験し、その後のワークショップを通して学びを深める出前授業である。前半では、ルールがわかりやすく初めてでも参加しやすいボッチャを通して、協力することやチームで考えることの楽しさを体験する。後半では、障がいのある選手との交流や振り返りを通して、多様性や共生社会について考える学びへとつなげる。

【実施内容】
＜前半：ボッチャ体験（45分）＞
・始めのあいさつ、ボッチャ紹介
・選手によるデモンストレーション
・チーム分け、作戦タイム
・ボッチャ体験、試合形式での実践
・結果発表

＜後半：ワークショップ（45分）＞
・導入「障がいってなに？」
・多様性を考えるワークショップ
　例1　みんなが活躍できるボッチャのルールを考える
　例2　学校の中の「変えられること探し」
・発表、気づきの共有
※内容は授業の目的により変更可能

【期待される学習効果】
・協調性やチームワークを育むことができる
・ルールを守って行動する態度を養うことができる
・友だちを応援する姿勢や相手を認める気持ちを育てることができる
・障がいのある人との自然な交流を通して、多様性や共生社会への理解を深めることができる
・体験と振り返りを通して、人権や思いやりについて考えるきっかけになる
・自分たちに何ができるかを考える機会になる

【学校で実施する意義】
本企画は、単なるスポーツ体験ではなく、児童が体験と対話の両方を通して学びを深めることができる授業である。障がいのある選手と一緒に活動し、さらに振り返りの時間を設けることで、教室内の学習だけでは得にくい「出会い」や「気づき」が生まれ、共生社会や人権を考える実践的な学びにつながる。

【授業テーマ】
・協力
・思いやり
・多様性
・人権
・共生社会
・相手を知ること
・違いを認め合うこと
・自分たちにできることを考えること

【総合的な学習・人権学習との関連】
本企画は、総合的な学習の時間や人権学習、福祉学習、特別活動等と関連づけて実施することができる。体験とワークショップを組み合わせることで、児童が自分の感じたことを整理し、自分の言葉で考えを深めやすい構成となっている。

【提案理由】
児童が楽しみながら主体的に参加できるスポーツ体験であると同時に、障がいのある選手との交流や振り返りを通して、多様性や共生社会について自然に学ぶことができるため、教育的意義が高いと考え提案する。

【企画・調整・実施】
非営利型株式会社andna（アンドナ）
大阪府枚方市岡本町7-1　枚方ビオルネ5F
担当：野村由紀

【派遣選手】
ノーサイド・ジェッツ（生活介護施設「ノーサイドCLUB」所属）
大阪府八尾市恩智北町1丁目186-1

【団体説明】
andnaは、福祉を起点に企業・地域・学校・福祉施設をつなぐ会社である。出張ボッチャや講演、研修、ワークショップ、地域連携企画などを通して、社会と福祉が出会う機会づくりを行っている。
ノーサイド・ジェッツは、大阪府八尾市の重度障がい者支援施設「ノーサイドCLUB」に所属するボッチャチームであり、ボッチャを仕事として本気で取り組んでいる選手が派遣される。

【派遣人数・その他条件】
・派遣するのは、プロのボッチャ選手2～3名、審判、ファシリテーター
・プログラム内容や時間は、相談に応じて調整可能
・出張は、大阪府八尾市から車で1時間以内の場所に限る
・車椅子の選手が訪問するため、駐車場の確保および車椅子で利用可能なトイレが必要
・申込は、開催希望日の1か月前までを目安とする

【参考事項】
本企画は、文部科学省主催「いーたいけんアワード」にて特別賞を受賞した取り組みである。

